
運輸安全委員会は、令和６年２月２９日（木）、船舶事故等調査報告書をホームページで公表しました

海難防止へのインフォメーション （公財）海難審判・船舶事故調査協会

上記事故のうち、東京（委員会事務局）と横浜事務所の船舶事故調査報告書２件について、“概要版”を作成しました
公表された調査報告書をもとに当協会の責任で編集しましたので、詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認ください

① コンテナ船Ａ（146,694トン）コンテナ積付台等損傷
夜間、ハワイ諸島西北西方沖において、コンテナ船Ａは、風速約5.5～7.9m/sの北西の風が吹き、北北西方向から波高約5～6mのう
ねりを左舷船尾方に受ける状況下、約11～13ノットの速力で東南東進中、横傾斜角25°以上の横揺れにより荷崩れが生じ、コンテ
ナ（1,841個）が海中に落下し、コンテナ積付台の破孔等を生じ、残存していたコンテナのうち983個が損傷した

② 旅客船Ａ（68トン）浸水
愛知県南知多町日間賀（ひまか）島西方沖～北北西方沖において、旅客船Ａは、風速約16～17ｍ/ｓの北風が吹き、北方から波高
約1.0～2.0ｍの波を船首方から受ける状況下、 10kn以下の速力で、北北西進中、船首部に打ち込んだ波により前部客室右舷側の
前面窓ガラスが破損し、前部客室等に浸水した

運輸安全委員会報告書
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 ① コンテナ船Ａ（146,694トン）コンテナ積付台等損傷傷

 （夜間、ハワイ諸島西北西方沖において、コンテナ船Ａは、東南東進中、横揺れにより荷崩れが生じた）

《再発防止策》
（1） 船舶管理会社は、乗組員に対し、荒天が予想される場合、ウェザー・ルー

ティングサービスに記載されている波浪予測を確認し、波向と針路の関係を

考慮した上で、‘正船尾から左舷30°～60°に波を受ける危険範囲’に入ら

ないよう針路を大幅に変更するなど、パラメトリック横揺れの発生に対する適

切な回避措置について指導すること

（2） 船長は、予定進路上に荒天が予測される場合、早期に船舶管理会社及び

ウェザー・ルーティングサービス提供会社に連絡し、貨物の状態を含めた航

海計画の妥当性を協議すること

（3） 船舶管理会社は、荒天によりパラメトリック横揺れ等が予想される場合の針

路等の航海計画の決定に関し、必要に応じて船長を支援する体制を整える

こと

（公財）海難審判・船舶事故調査協会   運輸安全委員会（事務局）

【事故概要】
夜間、ハワイ諸島西北西方沖において、コンテナ船Ａ（146,694トン、24人乗組、

コンテナ7,016個積載）は、風速約5.5～7.9m/sの北西の風が吹き、北北西方向

から波高約5～6mのうねりを左舷船尾方に受ける状況下、約11～13ノットの速

力で東南東進中、横傾斜角25°以上の横揺れにより荷崩れが生じ、コンテナ

（1,841個）が海中に落下し、コンテナ積付台の破孔等を生じ、残存していたコン

テナのうち983個が損傷した

【発生日時】 令和２年１１月３０日２３時２２分（船内時間）ごろ～ １２月１日００時５９分ごろ
【発生場所】 アメリカ合衆国ハワイ諸島西北西方沖
【死 傷 者 】 なし  

【損 傷 等 】 コンテナ（１,８４１個）が海中に落下し、コンテナ積付台の破孔等を生じ、残存していたコンテ
ナのうち９８３個が損傷した

《原因・背景等》
◎ 船長が、横揺れを軽減しようとして針路約140°で航行したため、うねりの方

向が‘正船尾から左舷30°～60°に波を受ける危険範囲’に近い状態となり、

横傾斜角が20°以上生じ、1回目の荷崩れが発生した。その後、船長が、横揺

れが更に激しくなるのを感じて、針路を約120°に変針して航行を続けたため、

うねりの方向が‘本船の正船尾から左舷30°～60°に波を受ける危険範囲’

に入ることとなり、横傾斜角が25°以上生じ、2回目の荷崩れが発生した

海難防止への
インフォメーション

＊本調査報告書は、Ｒ６.２.２９に公表されました。詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認下さい

《参考》
パラメトリック横揺れは、船体の横揺れ周期と波の出会い周期が一定の関係になった場合、船体の横

揺れが急激に増幅する共振現象である

https://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2024/MA2024-2-1_2022tk0001.pdf


《再発防止策》
（1） 船長は、正確かつ最新の気象、海象の情報を入手し、運航基準の発航中止等の基準に達したと認めるとき又は達するおそれがあ

ると認めるときは、発航中止等を行うこと

（2） 運航管理関係者は、発航中止等の判断を船長に一任せず、発航中止等と判断した場合において、船長から発航を中止等する旨の

連絡がないときは、船長に対して発航中止等を指示すること

 ② 旅客船Ａ（68トン）浸水
    （日間賀島西方沖～北北西方沖において、旅客船Ａは、北方から波高約1.0～2.0ｍの波を船首方から受ける状況

下、北北西進中、船首部に打ち込んだ波により前面窓ガラスが破損し、前部客室等に浸水した）

【事故概要】

日間賀島西方～北北西方沖において、旅客船Ａ（68トン、2人乗組、旅客7

人）は、風速約16～17ｍ/ｓの北風が吹く中、北方から波高約1.0～2.0ｍの波を

船首方から受ける状況下、10kn以下の速力で北北西進中、船首部に打ち込ん

だ波により前部客室右舷側の窓ガラスが破損し、客室等に浸水した

（公財）海難審判・船舶事故調査協会運輸安全委員会（横浜事務所）

海難防止への
インフォメーション

＊本調査報告書は、 Ｒ６.２.２９に公表されました。  詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認下さい

【発生日時】 令和５年２月２１日１６時４４分ごろ

～５２分ごろまでの間  

【発生場所】 日間賀島西方沖～北北西方沖

【 死 傷 者 】 なし

【 損 傷 等 】 前部客室、機器室及びタンク室に濡損、

前部客室右舷前面窓ガラスに破損等

《原因・背景等》
◎船長は、副運航管理者と協議をすることなく出港し、ふだんより減速していたものの船首部に波が打ち込む状態で航行を続けた

本船

事故発生経過概略図

一般配置図

破損した前部客室右舷側の窓ガラス

https://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2024/MA2024-2-17_2023yh0060.pdf
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